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■平成6年度上期・ふるさと体験館事業実績

事  業  名 回数 人  数 備考

実

i寅

①ワ ラ 細 工 実 演 7 710

②竹 細 工 実 演 7 1,158

③風  車  実 演 1 85

④竹トンボ(置物)実演 4 755

⑤鍛 冶 屋 実 演 6 ｒ
Ｕ

体

験

学

習

⑥折  紙  教  室 6 354 Aa

⑦風 車 づ く り 1 18 Ab

③竹トンポ(置物)づ くり 3 95 Bb

⑨紙飛行機づ くり 6 359 Aa

⑩ドングリごまづくり 2 ｎ
υ Aa

⑪折紙モビールづくり 2 85 Aa

⑫夏休み親子工作教室 4 206 Ab

合 計 49 4,547

申込み A当 日申込み  参加費 a
B事前申込み      b

あれ これの体験館事業であるが、先述 した折紙

教室などかな り定着 した感があるものの、未だ

その実施 にあたっては暗中模索 といった ところ

である。

さて郷上の森では、去 る10月 8日 ～10日 の 3

日間府中市制40周年記念事業「伝統芸能 と縁 日

の森」を実施 した。この事業は広い園内すべて

を活用することを意図 したもので、復原建築物

では職人の実演を行つた。だるま、提灯、和竿

(釣竿 )、 座敷ぼうき、竹籠、鍛冶屋、棒屋の職

人を招 き、実,寅 してもらったが、例えば茅葺 き

農家の籠屋実演、商家の格子ごしに見える多摩

だるまなど、それなりの雰囲気が醸 し出された。

一 日でこれら実演を複数見ることができること

は、利用者にとっても嬉 しいことであろうし、

また職人の方も、多 くの見学者の前で実演がで

きて力が入っていたようである。そして後継者

の問題、また材料手配の問題、道具入手の困難

さなど、今 日的な職人をとりまく問題 を提起で

きる場 となったことは、博物館の役割を果たし

得たと考えている。職人の作品を販売すること

も行ったが、これは利用者にとっても、また職

人にとっても双方益になったといえるだろう。

そして作るものは違っても同 じ職人同志、昼食

時に道具のことに話が及び、鍛冶屋を中心 とし

た隣人同士の輸が広がったようである。この職

人間のネットヮークづ くりも当初から意図 した

ものであり、担当者 として大変喜ば しいことで

あった。

さてこの事業 をふるさと体験館事業の展開と

して捉え、来年度 も「職人の技 と縁 日の森」 と

いう形でひきつづ き実施の予定である。郷土の

森博物館 らしい体験学習事業を模索 しながら、

今後 とも広 く職人発掘等考えているので、ぜひ

三博協関係各位から情報 をお寄せいただければ

幸甚である。

醐
棚

博物館映像に関するシンポジウムに参加して
東大和市立郷土博物館 後 藤 祥 夫

今年 は、映 画が誕生 して10o年 目にあたる年

だそ うだ。 100年 のあいだにその技術 は大 きな

進歩 を遂げ、様 々な可能性 を生み出 し、商業映

画 としての発展だけでな く、歴史・民俗 (民族 )。

生物などの学術研究において も、資料の保存 と

活用に多大な成果 を上げて きている。

当然なが ら、博物館が映像 という手段 を通 し

て、生活 。生産 における技術や、まつ り 。芸能 。

舞踊の所作や、動・植物の生態 を記録 し、ある

いは伝達 して、受け手の理解 を深める工夫が最

近様 々に講 じられて きてお り、博物館 における

映像が果 たす役害1の比重はます ます大 きくなっ

て きている。

平成 6年 6月 25。 26日 の 2日 間にわたって川

崎市市民 ミュージアムにおいて開催 された『動

く映像 とミュージアム～21世紀へ向けた博物館

映像の将来構想』は、博物館・美術館 における

映像活用 に焦点 を しぼったこの種の初めての全

国規模の シンポジウムであった。開催 の きっか

けをつ くった映画関係者や市民 ミュー ジアムの

学芸員の熱意 に応 えるかの ように、参加者 は全

国に及び、約 200名 を数 えた。

内容は、 1日 日、第 1部 として、坂根巌夫慶
大教授 による基調報告 と映像資料の制作 と活用

で先進的な実践 を行 っている国立民族学博物館、

京都文化博物館、国立西洋美術館な どの事例報

告、 2日 日、第 2部は、「博物館 における映像
集める 。作る 。見せ る」の 4つのワークショッ
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′プ、そ して第 3部は、宮田登神奈り:1大教授の記

念講演 と民俗、美術、動物な どの博物館等 に従

事するパネラー 9名 によるパネルディスカッショ

ンで構成 された。

若千の問題 も感 じられた。「動 く映像」 とあ

えて限定 したその理由が不明瞭であった。おそ

らくはフィルムや ビデオの「映画」 をその範疇

として押 さえ、スチール写真などを含めた「映

像の概念」の広が りを恐れた ものであろう。 し

か し、現実には様 々なメデ ィアの活用による将

来の「映像」の可能性 は大 きく広がってお り、

事実、美術館 におけるコンピュータ映像の活用

(あ る画家の、世界中に散在す る作品の一括鑑

賞 とか、画面上での絵の合成 とか、隠 し絵 。だ

まし絵 を実際の作品に触れな くて も体験で きる

などの実践 )も 事例のひ とつ として発表 されて

いた。これは「動 く日央像」が一般に与えるイメー

ジとは著 しく乖離 している。 また、岩手県遠野

市立博物館の民話や、清瀬市郷土博物館の郷土

の歴史の紹介 に代表 されるようなマルチスライ

ドなどは今後 も発展 してい く立派な「動 く映像」

であろう。スチール写真の活用 も、今後 に大 き

な可能性 を秘めている。映像メデ ィアの開発 と

発展 を考 える と、結果的 には、「動 く」 にこだ

わ らな くて もよかつた ような気がす る。

映像化の方法 について も、学芸員の手づ くり

や外部委託の方法な どが具体的に紹介 されてた

めになったが、その 目的 となると、記録保存な

のか、来館者・学習者への公開なのか という点

が整理 されないまま、同 じ土俵で議論が展開 さ

れていた点が少々気 になった。博物館 において

日野市ふるさと博物館
地域博物館 は研究機関であると同時に、市民

の地域学習の身近な拠点 としての機能 を持たね

ばな らない。 日野市ふ るさと博物館 は、平成 6

年11月 で開館 5周年 を迎 えるが、 この間企画展

(年間 1回 )の ほか、体験学習会、秋季講演会

などを行 うと共 に、資料等の調査、収集なども

積極的に行い、館の運営 を一応軌道 に乗せて き

た。 しか しその一方で、観覧者数は伸び悩みの

状況にあ り、新 たに転入 した市民の中には、博

物館の存在 を知 らない方々 もいる。 こうした現

状では地域博物館 としての機能が十分 に発揮 さ

れているとは言い難 く、博物館の市民への より

一層の浸透 をはか り、博物館 を市民に有効に活

は、その どちらの行為 も重要な位置を占めてい

るが、学術的価値 を考 えてメ寸象 を克明に撮 りだ

めて保存資料化す ることと、学術的裏付 けを持

ちなが らも、受け手に「効率的な」インパ ク ト

を与 える作品 として映像化す ることは対称関係

にあるといって よい。漫然 と撮 りだめをした映

像資料のい くつかの部分 をつ まみ食い的に編集

して も、受け手が興味 を抱 く作品 として完成す

るかは疑間であるし、作品に編集の際に裁 ち落

としたフィルムをつないで も、立派 な保存用の

映像資料 となるとは限 らない。

しか し、なに しろ初めて実現 したシンポジウ

ムであ り、今後 こうした点 を整理 しなが ら、そ

れぞれの問題 について具体的な討議 を積み上 げ

てい く場 として発展す ることを期待 したい。現

段階では様々な試みが繰 り広げられるべ き時で、

「博物館 における映像活用はこうあるべ きだ。」

と結論づ ける段階にはない。む しろ今回のシン

ポジウムの最大の成果 は、学芸員 と映画関係者

が、それぞれの もつ「専門家」 というプ ライ ド

の壁 に囲われた「井戸」か ら這い出 して互 いの

意見 を聞 き、交流 を深 めたことであろう。博物

館が委託方式で映画制イトをイ子うイ列は
Zヽ 日
~で
は布二

めて多い。 しか し、お互 いの取組みが熱心であ

るほど、表面に現れない対立があったはずだ。

現にそうした事例発表 もあつた。今、博物館や

美術館の活動において、映像の技術 とその活用

が特段に重視されてきているという時流に即 し

て開催 されたシンポジウムだったといえよう。

2回 目の早期開催 と、参加者の輪がさらに広が

ることを期待 したい。

用 していただ くための各種の事業 を行 ってい く

必要が生 じている。そこで当館では「地域 に密

着 した開かれた博物館作 り」 を目指 して、次の

1)～ 3)を 主な柱 とした各種の事業 を今後展開 し

て行 く計画である。

l)地域への浸邊 をはか る

市民による博物館の有効な活用 を促すために

は、資料の収集や研究活動の充実 も必要だが、

それにも増 して市民が博物館 を気軽 に活用で き

る環境作 りが必要である。 このためには当博物

館 は来館者 を待つだけではな く、博物館の側か

ら積極的に館外での活動 を行 うことを考 えてい

る。その具体的な事業 として、市民の公共施設

や学校の空 き教室 を利用 した、巡回企画展の実

施 を検討 している。 この計画の背景 には、 日野
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市は特に南Jしの交通の便が悪いために博物館を

利用 しづ らい地域があるという立地条件や、企

画展示室がないために企画展の開催に制約があ

るという、当館の施設面での事情 もある。 とも

あれこの巡回展を通 じて、市内のより多 くの方

々に博物館の資料に触れていただき、郷土に対

する関心を高め、博物館の有効性 をアピール し

たいと考えている。

また博物館の活動を市民に逐一公表すること

をこれまでは行わなかった。 しか し市民が博物

館を有効に活用するためには、まず博物館の存

在 とその活動内容を知 らなければならない。こ

の点から、現在館報 (季刊)の発行を準備 して
おり、第 1号は平成 7年 1月 に発行する予定で

ある。また市民の地域学習のための便宜をはか

るために、レファレンスコーナーの設置を計画

中である。

2)学校 との連携の強化

現在の 日野市内の学校 による博物館の利用は、

そのほ とん どが小学校 3年生の市内見学の一環
として行われるにとどまっている。 しか し実物
の資料 を直接見 ることがで きることは博物館の

「強み」であ り、 この博物館の持つ「強み」 を

学校教育の場 に も生かす ことはで きないか と考

えている。その具体的な事業の一つ として、当

館では昨年度か ら空 き教室 を利用 した郷土資料

室の設置事業 に取 り組んでお り、現在では具体

的な準備作業 に とりかかっている。 これは子供

たちが実物の資料 に触れ られ る機会 を設けると

いう目的の他 に、資料への接 し方や博物館の利

用の し方 を学んで もらうとい う意味 もある。た

だ、 この ような事業 を行 うにあたっては、博物

檜原村郷土資料館
当館は、開館以来 6年 を経過 しました。その

為、展示写真の変色 もあり展示替えを予定 して

います。

映像機器類がスライ ドであったり、音声もテー

東京都井の頭自然文fヒ園
館 (園 )の新たな取 り組み等
井の頭自然文化園は、東京都の動物園として

の機能を併せ もっています。東京都の動物園で

は、平成 3年度から平成12年度までの10年計画
で「ズー2001構想」を実施 してお り、当園もそ

れに基づ き、園が環境学習や希少動物の繁殖の

場 となるよう運営を検討 しています。

また、当園には、近隣の方々が気軽に何度 も

館側 と学校側 との連携がなければ、その 目的は

十分 に達せ られない。実際、市内見学 その他で

学校が博物館 を利用す る場合 にも、館 内での指

導、説明は博物館任せ という学校 もい くつか見

られ る。 このため博物館 を学校教育の中で効果

的に活用す るために、教員 を対象 とした定期的

な博物館見学会、意見交換会 などを行 いたい と

考 えている。

3)博物館活動への市 民参加

当館では平成 6年秋 より市民参加型の講座 を

行 っている。 これは講座への参加者が受動的に

講義 を聴 くばか りでな く、一研究者 として、 よ

り主体的に行事へ参加で きるよう配慮 した講座

であ り、好評 を得ている。 この講座 は将来の恒

常的な研究団体の育成 を目指 した ものであ り、

今後 も同様 な講座 を開催す ることで、市民の側

か らの「博物館友の会」の結成 を目指 している。

市民の地域学習の身近な拠点 としての立場 に立

脚す るな らば、博物館の各種の行事 に対 して、

市民が主体 的 に参加で きなければな らない。

「博物館友の会」はその上壌 となるもので、 当

館 としては市民参加型の講座 を足掛か りとして、

市民の学習活動の補助役、あるいはコーデ ィネー

ター としての役割 を担 っていきたい と考 えてい

る。

以上の通 り日野市ふるさと博物館の今後の取

り組みは多岐にわたっているが、 これ らはすべ

て「地域 に密着 した開かれた博物館作 り」のた

めの方策である。当館 としては、来館者 を待 っ

て展示 を見せ る、 というこれ までの枠組みか ら

脱却 し、地域博物館の持つ様 々な可能性 を積極

的に追及 してい きたい と考 えている。

プ を使用 しています。映像文化時代、 ビデオ・

レーザーデスク等に切 り替 えが必要 と考 えます。

本年、山村の食文化 を知 るため「手打 ちうど

ん」の講習・試食会 を実施盛会 を納め、今後 も

時期 を見て実施 を していきたい と思います。

訪れるという特色があ

ります。展示や催 しな

どの企画では、こうし

響を言:舞[i:[1【[う311二想
らえるものを心掛けて

います。
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秋りll源流三頭山に産出する御影石を用いた近世

前期の当該墓標が何故多摩りll川付 きの福生市に

数多 くみられるのか、これは近世の流通、石工

技術、分布、宗教、民俗信仰等様々な問題 を提

起 して くれました。 しか し、 これは少な くとも
多摩川流域全体を視野に入れて実施 しなければ

解明できないものであり、共同調査の必要性を

感 じました。

武蔵村山市立歴史民俗資料館

連携の方法についてはいろいろな形があろう

と思います。職員 レベルでは館長、事務担当、

学芸 とそれぞれ意見交換の機会があってもいい

と思います。また館運営 レベルでも資料収集保

管、普及活動、調査研究、事務、施設管理など

一つテーマをもって全体で検討する機会 を持つ

ことも考えられます。

しか し、正直な ところ当館の ように小人数

(2名 )で館運営の他に文化財保護業務を担当
していると二博協の会議に出席することす らま

まならない状況です。まずは簡単にできること

から始めてはどうでしょうか。各館の事業を一

覧で季節ごとに紹介するようなパ ンフレットを

作成 し、三博協の PRを図るのはいかがで しょ
うか。

五 日市町立五 日市町郷土館

以前私 たちの館では、不足す る収蔵施設の間

題か ら、周辺 自治体で民具資料 などを分割所蔵

す ることがで きないか という議論 を したことが

ある。その時は、分害1所蔵の割合が高 くなるに

つれ、館が専門化 され研究は深化す るが、地域

博物館 としての役害1の低下 に繋が らないか、 ま

た輸送 コス トがかか り、損傷等の危険 もある博

物館資料 はこのシステムにそ ぐわないのではな

いか と結論づ けて きた。 しか し1又蔵スペースの

問題 としてではな く、博物館資料の情報提供の

中で考 えてみることがで きないだろうか。 もの

を移動す るのではな く、 ものにかかわる情報 を
移動、あるいは共用すればいいのである。現在

各館で独 自にコンピューター化 されてお り、オ

ンライン化 は遅 きに失 した感があるが、相互 に

情報 を提供 しあえる「博情館」化す る必要 を感

じている。

羽村市郷土博物館

今後の行政の広域化を呪み、各館の連携が求

め られるところである。そこでFAXな どを活
用 したネットワークの構築による情報の交換 と、

これ らの情報の蓄積・検討を連携の第一歩 とし

て提案する。予算 。人員の問題を最小限におさ

えた効率的な活動 として、各館の状況が把握で

きるこうした活動は有効かつ比較的早期に実現

可能ではないだろうか。ここでは、事業内容や

資料情報などの交換を目的とする。まず、数館

で試験的に実施 して方法・形式を検討 し、その

後で徐々に定着を図ってはどうか。このネット

ワークを基にして、事業の共同開催、オンライ

ン化等の大規模な計画の共同研究など、より密

接な連携の可能性 も探れるのではないだろうか。

連携の問題を話 し合 う研究会等を設けることも

必要であろう。

清瀬市郷土博物館

すでに命題 となっていますが、地域の歴史文

化を見てい く時、自治体の行政単位 という括 り

では解決 しえない場面に度々直面 します。共同

研究等の必要性 を感 じてはいても、それぞれの

館では運営方針が異な り、人員を共同事業に確

保出来 るところは少ないと予想されます。 もし

実際に行 うとしても恒常的に情報を取 りまとめ

発信 してい く中枢機関がまた必要になります。

当館の場合は基礎資料の収集 と整理がまだ立

ち遅れている状態であり、先ず資料を充実させ

提示 していかなければなりません。地域博物館

の利点は地域の状況に即 した微細で柔軟な観点

からものをとらえることが出来ることです。 き

め細かい基礎資料の充実こそ研究者や利用者に

成果をもたらし、ひいては博物館間の相互協力

を可能にするものと思われます。

立川市歴史民俗資料館

最 も実現性の高い連携事業は巡回展示であろう。

手持 ちの資料 による展示内容の限界、限 られ

たスタ ッフ…。 これ らを考 えると、それぞれが

独 自に展示 を考 えているより、複数で特別展 を

計画 し、それを巡回 させれば互 いのメ リッ トは

大 きい。展示 に向けた調査 。研究 も広域的に進

む。 これ らは、「多摩」 を大 き くとらえる もの

として蓄積 されてい くだろう。

その必要性を議論する時期は過ぎたと考える。

2館でも3館でも、できるところから、無理の
ないや りかたで、 ともか く始める時期なのでは

ないか。

平成 7年は終戦50周年にあたる。計画をして
いる館があれば、集まって一緒に言十画 してはど

うか。

三博協は、こうした打合わせ 。調整の場 とし

て最適であると思うし、今後こうした役割を担っ

ていってほしいと願っている。
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さて、私たちの計画 している館は「みち」を

テーマに設定 しました。

東村山は奈良時代末 と推定される「瓦塔」や

中世の「元弘の板碑」または「正福寺地蔵堂」な

ど特徴ある文化財を残 していますが、それ らは

いずれ も「東山道武蔵道」や「鎌倉街道」が当

市を通過 していたことと無縁ではないからです。

また近世に入ってからも、狭山丘陵南縁を通っ

て江戸へ と向かう青梅街道をはじめとする諸街

道や、新河岸川水運を利用する青梅・志木街道

奥多摩郷土資料館
*収蔵品展 (2階 )
6年 4月 ～ 7年 3月  奥多摩湖の湖底 に沈ん
だ、小河内の山オす生活用具 (国オ旨定)を中心に
展示。

6年 4月 ～ 7年 3月 奥多摩で見 られ る蝶の
標本 を展示。

7年 1月 13日 ～31日  正月飾 りの門棒、 まゆ
玉飾 り。

*小河内の郷土芸能 (1階 )
6年 4月 ～ 7年 3月  湖底 に沈んだ小河内地

青梅市郷土博物館
。開館20周 年記念特万1晨『青梅鉄道 100年晨』

(平成 6年 6月 21日 ～ 9月 25日 )
青梅鉄道は、明治27(1894)年 11月 に開通 し、
現在、JR青梅線 として今年で100周年を迎えま
した。この青梅鉄道の開通は、織物・木材・石

灰石など地元産業の発展に大 きな役割を果たし、

また、多摩り!1流域の交通史を見 るうえで も重要

な位置を占めてきました。

この特別展では青梅鉄道に関する品々を市民

の皆様からお借 りし、「青梅鉄道のはじまり」、

「開通後の青梅鉄道」、「青梅鉄道 と石灰山開発」

の存在 など多 くの「みち」の存在が指摘で きま

す。 (も ちろん当市だけを特徴付 け るものでは

あ りませんが)さ まざまな「みち」の在 りよう
か ら東村 山市 を見てみ ようと考 えた次第です。

資料の不足す るなかで試みる「通史展示」は

率直にいって苦 しい もの もあ りますが、先進館

の成果 を参考 に、今後 さらに詰めてい きたい と

考 えています。

三博協の皆 さんのご指導 をお願 い します。

域 に伝承 されている国指定重要無形民俗文化財

の鹿島踊 り、都指定無形民俗文化財の車人形、

獅子舞、神楽 を展示。

6年 4月 ～ 7年 3月  奥多摩 に数多 く伝承 さ
れている「ささら獅子舞」の中か ら大丹波の獅

子舞、原の獅 子舞 を展示 (1階中央展示室 )。
※郷土資料館の庭 には、花木がた くさん植 えて

あ り、四季折 々に彩 りを添 え訪れ る人 を楽 しま

せて くれている。

ここには、小河内ダムの湖底 となる前 に移 さ

れた碑や石仏がた くさんあ り、往時の ようすが

イ司える。

などのテーマに分 けて、写真や時刻表、観光ポ

スターな どloo点前後の資料 を展示 しました。
・企画展 『むか しの暖房器具晨』

(平成 6年 12月 20日 ～平成 7年 2月 26日 )
暖房器具は、冬の くらしに欠かせ ない大切 な

生活用具です。

わが国では、屋内を暖めた り、食物 を調理す

るため囲炉裏が古 くか ら用いられて きました。

さらに、囲炉裏や、竃の消 し炭 などを火種 に利

用 し、火鉢や煩撻 などの暖房器具が生み出され

ました。

この企画展では、館蔵資料 を中心 に、火鉢や

煩撻 をは じめ、懐炉や電気ス トーブなど、いろ

いろな暖房器具 を展示 します。

・『新収蔵品展』

この展示 は、市民の皆様 に資料の収集活動 と

いう博物館活動の一端 を御理解 いただ くととも

に、来館者の方々に新 しく収蔵 された資料 を御

覧いただ くため開催 しました。

今回の展示では、平成 5年度 に寄贈 いただい

た資料の うち主な ものを 2期に分 けて展示 しま
した。

今後、寄贈 いただいた資料 は、翌年度の「新

収蔵品展」 に展示 し、多 くの方々に御覧いただ

きたい と思います。青梅鉄道電車
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東大和市立郷土博物館
所在地 〒207東大和市奈良橋卜260-2

丁EL 0425(67)4800 FAX0425(67)4166
入館料 無料
休館日 月曜日、年末年始

(祝日の場合は開館し、翌日を休館 )

開館時間 午前 9時～午後 5時
*プ ラネタリウムがあります。観覧料はおとな200
円・ こども (小中学生)100円です。

今年 4月 、東大和市の狭山丘陵の一画に郷土

博物館がオープンしました。

東大和市は、者卜しヽから35キ ロ離れた所に位置

し、北は埼玉県所沢市に接 しています。

その所沢市 と接する丘陵地帯に大正 2年から

10年間をかけて多摩湖が作 られました。

多摩湖は、3.1平方キロに及び東大和市全体

の 4分の 1を 占めています。春の桜、夏木立、
秋の紅葉 と市民はもとより、都民の憩いの場 と

もなっています。

郷土博物館のテーマは「狭山丘陵とくらし」

です。狭山丘陵の雑木林 と東大和の人々の くら

しは深 く関わつてきました。そこで、東大和の

歴史、民俗、丘陵の自然の 3本の柱 をテーマに
展示を表現 しています。そして、郷土博物館の

建物だけでな く、館の周囲に広がる丘陵 。緑地

も博物館 として学習の場に活用 していくことを

考えています。

館は、中 2階のある 2階建てで、面積は約2,

880がです。玄関を入るとホールになっていま

す。このホールは、それに続 く企画展示室 と一

体になって、ギャラリーにもな ります。

中 2階には、ビデオ装置があり、自然、歴史、
科学など各分野から来館者が自分の好みに合わ

せたビデオを選んで見 られるように、70本ほど

の番組を用意 しています。

2階には常設展示室 と情報サービス室があり

ます。常設展示は、館のテーマに沿って歴史、

民俗、自然の ものを展示 しています。東大和市

にとっては、多摩湖の建設 とともに、昭和20年

4月 にあった米軍の B29爆撃機による空襲 も大

きな事件です。これらを中心に展示 してありま

す。また、昔あそびなどが体験できる体験 コー

ナーもあります。

館には、14mの ドームをもつプラネタリウム

があります。プラネタリウムの一般投影では、

市の紹介映画、春夏秋冬の季節に合わせた星空、

全天周映画を行うほか、保育園や幼稚園児向け

の番組や小中学生のカ リキュラムにあわせた番

組を用意 し、役立てようとしています。郷土博

物館が市民の学習の場 として、活用されること

を期待 しています。また、今後は体験学習室を

建設 し、さらに活動の幅を広げていきたいと考

えています。

(概要)総面積 2,878m2、 常設展示室 468m2、
企画展示室 114m2、 プラネタリウム 14m120
名 329m2,ビ デォコーナー 52が、情報サービ
ス室 64m2、 会議室 58m2、 収蔵庫 323ma、 総事

業費 43億円 (用地費 12億 円、建設・設備費
31億円)

奥多摩町森林館
(平成 6年 10月 1日 開館 )

日本は、国土のおよそ67%が森林で、人々はくら
しの中で森林と深 くかかわってきました。森林は、

人間ばかりでなく、けものや鳥や昆虫たちにとって

も自然の恵みの宝庫です。

奥多摩町は、東京都の10分の 1と いう広い面積を

有し、94%は 山林に被われ、全体が秩父多摩国立公
園の中にあり、澄んだ空気と豊かな緑に包まれた美

しい町です。

奥多摩町は、国際花と緑の博覧会で新日本名木百

選に選ばれた「倉沢のヒノキ」や都天然記念物の

「古里附のイヌグス」「氷川の三本杉」など多くの

巨樹巨木が、祖先から受け継がれてきています。

これらの巨樹巨木を通して、快適な生活環境と緑

豊かな国土を創造するため「人と樹木との共生」に
ついて、学び考える場を提供するものです。

館内案内

①種別日本一ベスト25  ②巨樹の話
③奥多摩の巨樹  ④奥多摩の生いたち
⑤巨樹を守る  ⑥東京都の巨樹ウオッチング
⑦パソコン検索全国巨樹めぐり
③カモシカウオッチング (望遠鏡で森林館対岸の山
にでるカモシカが観察できます。)
⑨レクチャールーム (映像 :巨樹の心)
森林館は町の巨樹のみでなく、将来的には巨樹に
関するデーター等の情報発信基地として整備してい

きます。
所在地 〒198-02西 多摩郡奥多摩町日原819
名 称 奥多摩町森林館
員ヨ  滸言  0428-83-3300
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くにたち郷土文化館
所在地 〒186国立市谷保6231

丁巨L0425(76)021l FA× 0425(76)0216
入館料 常設展示は無料

(企画展 0特別展については別途設定)
休館日 毎月第 20第 4木曜日、年末年始

(祝日の場合は開館し、翌日を休館 )

開館時間 午前 9時～午後 5時
* 講堂 。研修室等が有料で利用できます。

くにたち郷土文化館が平成 6年11月 に無事オー

プンしました。紆余曲折はありましたが、なん

とかここまで来れたのは、ひとえに三博協の諸

先輩方のご指導があってこそと痛感 してお りま

す。まずもって、この場をお借 りしてお礼を申

し上げます。

|.開館までの経過
わが市にもぜひ歴史 と文化について、体系立

てて調査、研究 し、展示できる場がほしいとい

う市民要望をふまえて、平成元年10月 に教育委

員会が「郷土文化施設基本構想」を策定 しまし

た。これをもとに、床面積 2,000m2の規模で、

常設展示室、企画展示室、収蔵庫、講堂、研修

室等をもつ博物館機能を前提 として、施設計画

が進められました。

その後、建築基本設計 (平成 2年 3月 完了)、

同実施設計 (平成 4年 3月 完了)を行い、続い

て展示基本設計 (平成 4年 3月 完了 )、 同実施

設計 (平成 5年 3月 完了)を行いました。この

間については、どうすればよりよい施設にでき

るかをめぐって、さまざまな議論 と検討がなさ

れました。また、先進市町村の博物館、資料館

を幾度 とな く見学させて もらい、お手本にさせ

ていただきました。

そして、本体建設工事が平成 4年 9月 ～ 6年

3月 (19か 月間 )、 展示工事が平成 5年 5月 ～

6年 7月 (15か月間)の工期で行われました。
2.施設の特徴
この施設は、武蔵野の面影を残す谷保地区の

青柳段丘に面 して、敷地面積約3,636m2、 延べ

床面積約2,181m2の規模で立地 し、周囲の景観

を損なわないために、建物の85%が地下にもぐ

り、地上部分は15%だ けという一見変わった構

造になっています。

地上部分はエントランスホール と多目的ホー

ル、搬入ピロティーか らなっています。ガラス

張 りのエントランスホールから一つの展示空間

にしたいとの考えから、自然木の床面には、所

々に国立の自然を映 し出すモニターが配置され、

或いはこの場所から発見された縄文土器の復元

ジオラマや、清流の 自然が残 る矢川の模型など

が埋め込まれています。これらを見なが ら進むと、

樹木が生い茂 る南養寺の森に向かっていきます。

そ して、地下部分 に下 りると講堂、研修室、

資料 。研究室、常設展示室、特別展示室、収蔵

庫が配置 され、中央 に歴史庭園が広がつていま

す。 こち らも前面がガラス張 りになってお り、

地下 を意識 させない、開放的な空間 となってい

ます。 この ように構造的に も、地下方式でガラ

スを多用す るという新 しい試みが、 うまい具合

に調和 している建築が特徴 といえます。 また、

歴史庭園は野外展示空間 と考 え、 この地か ら出

土 した縄文時代の敷石住居を復元 しています。

3.郷 土文化館のテーマ

国立市の地形 は、古代の多摩り:|が形成 した 3

つの河岸段丘か ら成 ってお り、原始、古代か ら

現在 に至 るまで、人々の生活 もこのハケを中心

として営 まれて きました。このことをふまえて、

「多摩川が育んだ段丘 (ハケ)と ともに生 きる

ゎた したち」 を基本テーマ として、「歴史
。文

化・ 自然 を横軸 に、過去
。現在・未来 を結ぶ―

郷土文化館」 をめざしています。

展示の構成は、ハケの 自然 ゾー ン、歴史ゾー

ン、都市ゾーン、 くらしゾーン、エ ン トランス、

歴史庭園か らな り、なるべ く実物 を身近 に見れ

るように構成 しました。 また、南養寺遺跡や甲

州街道、国立駅合の復元模型や、マルチビジ ヨ

ン、映像モニター、環境音楽などにより、立体

的な空間構成 としました。

4.今後の方針
施設の管理運営 は、 くにたち文化・ スポーツ

振興財団が行 ってい きますが、調査、研究、保

存などを行 つた り、市民の体験学習や伝統芸能

の発表 など、様 々な利用がで きる場 になれば よ

い と思います。 また、活動 については、歴史、

民俗資料や 自然 について、新 しい発見 を常に求

めなが ら、研究成果 を随時展示 して行 けるよう

に考 えています。

今後 とも、皆様のご指導 をよろ しくお願いい

た します。
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瑞穂町郷土資料館

郷土資料館 にて思 うこと

瑞穂町に郷土資料館が昭和52年 11月 に開館 し

て、今年は満17年 となります。光陰矢の如 しと

はよく言ったもので、月日の経つのは早いもの

です。この間、町の発展はめざましく、人口は

2万人台から 3万人台へ と増加 し、正確には平
成 6年 9月 1日 現在32,543人 となっています。
このように町は人口に比例 して発展 し、そして、

1日 々々変化 していくのに対 して、資料館の姿

は開館当時 とそれ程変わっていません。そのこ

とは、理由を書 くまでもなく開館 してから以後、

増改築など資料館内部の模様が変わっていない

ということです。資料館には成長がなければな

りません。進歩 もなければな りません。それは

人間の歩む過程 と無縁では決 してないのです。

何故遅々として資料館の歩みが見えて来ない

のかと考えると、資料館という「容れ物」のこ

とがあります。最初から単独 して資料館のみの

施設ではなかったこと。いうなれば、施設建物

が独立で機能できないことにあったと、ひとり

決めています。昭和48年 8月 1日 に開設された

町の図書館の附属のように、既設の 2階に 3階
を増設 して作 られた経緯 もさることなが ら、図

書館 と同居することに、多少なりとも運営を阻

害する要素がないとはいえないのです。けれど

も、このことは、今 もって不満の材料でもなけ

れば、非発展性の要因などと思ってもいません。

そこで、ひとつェ大 した点をあげれば、入館が

図書館の表玄関からであっても、資料館への誘

いも考えて、前庭に石造物や穀倉を建てました。

石造遺物は町内の区画整理や道路整備で、移転

を余儀無 くさせられたもので、庚申塔、馬頭尊、

道標石など。また、穀倉は農家からの寄贈で、

内部の板に「団時天保七甲申年六月吉 日」 と墨

書紀年銘があって、教育委員会 。文化財保護審

議会が力を入れて復原移設 した建造物です。

3階の資料館への入館者は、どうしてもこの

図書館内の一部、玄関から階段への僅かの所 を

通行 しなければなりませんが、来館者は資料館

のみの見学目的者 と、図書館利用目的の来館で

ある二次的目的者に分けられます。その割合な

ど計算 したこともありませんが、年間、あるい

は月別の入館者数 も、時期によって小・中学生

の団体見学があるので、特に平均見学者数につ

いての記録はとっていません。

常設展示は主 として開館当時そのままを生か

し、展示ケースは時に入れ替えをし、変化を与

えています。展示大ケースは、すべて特別展用

にあてていて、年 1回の長期特別展の場 として

使用 しているところです。この年 1回の特別展
は、11月 初旬の町総合文化祭への参加行事で、

年々趣向を凝 らせた文化財展等を、テーマを定

めて実施 します。この場合、総合文化祭 とタイ

アップさせ るわけですが、その期間は文化の日

も合めて、独 自の期間を設定 しています。この

特別展は、文化祭終了後 も、一部借用展示物は

返却 しても、若干の展示替えに止めて、その年

度内まで展示 していくものです。あとは、その

年度の途中で実施する企画展で、時には期間を

短縮 した特別展 も開催 します。

資料館の展示はその館の生命を決定づけるも

のです。 よって常に調査研究と、町民や他地域

からの見学者の要望に応える心掛けが肝要です。

そのために、どうしても三博協をはじめとする、

他館からの援助 も仰がなければならないと思い

ます。従来から、近隣博物館や資料館 とは密接

な連絡・情報交換を保ってきたつ もりですが、

今後はさらにこの点を強めていかなければと考

えています。

資料館の運営や発展にあたっては、困難な条

件が多々ありますが、将来の夢 として広 く開か

れた生涯学習の場 としていきたいのです。そし

て誰でも学べる資料館 。図書館に間借 をしない

単独の ミュージアムの設計建設を心に描いて、

さらに今を大切に前進 したいと思っています。

幸・|・・|・ 編 集 後 記・|・・|・暴

情報提供施設でありながら、各館間の情報交換、また職員間の情報交換を考えな くてはいけま
せんね !(福 )
博物館の連携についての企画が三博協の活性化につながればと思います。 (武 )
「博物館の連携の必要性」が紙面に載っただけではなく、実践の第一歩であることを望む。 (五)
阪神大震災では確かで早い情報が求め られた。博物館にもネッ トヮーク化が必要なのでは ?
(羽 )
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